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令和４年度 第８回 

 １２月 倫理・利益相反委員会 会議記録概要 

日 時：令和４年１２月２０日（火）１５:００～１５:３０ 

場 所：第１診療棟７Ｆ多目的ホール 

出席者： 委員長 豊嶋英明 

      副委員長   加知輝彦 

      委 員 八谷寛、服部一郎、福田昌子、村上健次、篠崎惠美子、和田康

紀 

 

出席委員数/全委員数： 8人/11人 

審議事項 

申請課題数：新規申請課題 1件 

     

       

その他審議事項は特になし 

 

 

申請課題について 

No.1 

受付番号：1662 

課 題 名：地域在住高齢者を対象とした多因子介入による認知症予防プログラム

の実現可能性の検討 

申 請 者：櫻井 孝 

審議内容：各小委員会からの意見について委員長より説明された。その意見を踏

まえ、当該研究の倫理・利益相反の妥当性について審議された。 

倫理審査結果：条件付き承認（修正内容の確認をもって承認とする。） 

〈条件〉 

1. 申請書類に、後半6ヶ月のプログラムの役割を追記してください。 

2. 研究計画書＞「4.」の文章にある「研究１」と「研究２」について、図１、

図２で逆になっているので、修正してください。 

3. 説明書＞「4-2)」では「指導を12ヵ月間受けて」、「4-3）」では「予定参

加期間は同意いただいてから、6ヵ月後」と、研究参加者が研究参加期間を

混乱するような記載があるので、修正してください。 

 

利益相反審査結果：非該当で承認 

 

 


